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議会評価に
対する考え方

　目標値である４８万３，１６０㎡の補助対象面積を目指して事業周知の
徹底に取り組みます。貯留量は９６，６３２㎡（深さを０．２ｍ）を目標
として、小出川や千ノ川などの河川水位の軽減を事業効果として考えてい
ます。特に農閑期には、水田への貯留量の確保が期待できます。

今後の事業展望
　事業の趣旨について、立て看板などの方法により市民への周知を行いま
す。

附帯意見
目的・目標をより明確にするとともに、事業の趣旨について、市民への周
知を図る必要がある。

事業費

23年度予算額（案） （参考）22年度予算額 （参考）21年度決算額

19,175 千円 18,800 千円 18,189 千円

担当部課 下水道河川部下水道河川建設課

議会評価 拡充する

理由 市街化調整区域にも対象を拡大したことを評価し、一層の拡充を求める。

決算審査における事業評価の結果の反映状況

事業番号 １７
事業名

（実施計画名）
遊水機能土地保全事業

事務事業名
（業務棚卸評価）

遊水機能土地保全補助金


